
◇◆畦波楽々シリーズ◇◆◇◆畦波楽々シリーズ◇◆
従来はきつい手作業でしか出来なかった畦波張りが

この楽々シリーズでグーンと能率アップ！手も腰も痛くなりません！

意匠登録済

写真番号・品名 サイズ・用途

①・下穴開器

畦波をより深く差し込む器具
全巾：３００ｍｍ×全高：１０３２ｍｍ×厚み：２７ｍｍ
下穴開け用プレートサイズ
全巾：２４６ｍｍ×全高：２８０ｍｍ×厚み：６ｍｍ 重量：１．４ｋｇ

②・張込器
畦波をまっすぐに張る器具（合わせ目の隙間に畦波を挿んで使用する）
全長：５３６ｍｍ 重量：０．２５ｋｇ

③・押込器 伸縮型ＤＸ
全巾：５６０ｍｍ×全高：５００～７５０ｍｍ×厚み：３０ｍｍ（内寸：１６ｍｍ）
ハンドルの高さ：４００～６５０ｍｍ伸縮 重量：１．４ｋｇ

④・押込器 固定型Ｓ
全巾：５６０ｍｍ×全高：５００ｍｍ×厚み：３０ｍｍ（内寸：１６ｍｍ）
ハンドルの高さ：４００ｍｍ 重量：１．０ｋｇ
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1.下穴開器で溝を掘ります。
2.畦波を引き伸ばして前端部を土で押え込みます。
3.畦波の後端部を張り込器に挿み込んだ後、強めに張りながら土
に差込みます(途中数ヶ所、張込器で押えておきますと、さらに
能率アップします)

4.張り込み終了後、押込器で上から手または足で押込みます。

①・下穴開器

他社製の類似品とここが違います！
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ミツル製畦波押込み口
断面図

③・押込器 伸縮ＤＸ

②・張込器

① ② ③ ④

畦波を押込む時にガイドとなる
プレートが他社製は20～30ｍｍ
なのに対しミツル製は100ｍｍと
深くなっているため畦波の損傷
を極力抑えます。

使用方法

※雨・風等で畦波が倒れる恐れのある場所は、作業終了後後、張込器を差し込んだままにしておきますと
倒れ防止にもなります。また、損傷の激しい畦波のご使用は避けてください。
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